
四国商事が運営する「宝くじチャンスセンター」は、

オープン以来40年以上にわたって

四国中の売り場でたくさんの夢を届けてきました。

当せんを夢見るわくわくの提供はもちろん、

収益金は地域の社会福祉事業に役立てられており、

まちの夢を叶えるお手伝いにもつながっています。

そんな中、もっともっと、このまちを元気にしたいと

動き出したのが「チャンバス！」。

多彩なパラリンアーティストをお招きし、

宝くじ売り場を巨大なキャンバスに見立てて

自由に彩ってもらうという取り組みです。

#01 Konomiさん in 新居浜Wordイラストレーター

幸運への「チャンス」があふれる場所であるとともに、

アーティストにとっては、

活躍の「チャンス」の場所としてー

地域のみなさまにとっては、

すばらしい感性と出会う「チャンス」の場所としてー

宝くじチャンスセンターは

これからも、日本で一番夢のある宝くじ売り場を目指します。

さまざまなチャンスがあふれる、

このまちのキャンバス＝「チャンバス」を

どうぞお楽しみください。
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第一弾としてタッグを組んだアーティストは新居浜出身・在住のKonomiさん。ワードのベジェ曲線を使ったデジタ

ルアーティストで、個展開催も多数。メインには、マルナカ新居浜店の壁面を使った大きなL字のパネルにあわせ、

新居浜太鼓台のイラストを描き起こしていただきました。店舗上部には宝を探す狐の冒険者のイラストも。

#02 藤原大輝さん in 今治木版画家 第二弾としてタッグを組んだアーティストは今治出身・在住の藤原大輝さん。ダイナミックなストロークと色彩で鮮や

かな作品をつくる木版画アーティストで、ファンも多数！今回のために描き下ろした「今治里山スタジアム」と、その

ほか市内のスポットをテーマにした作品を使用。題字には大輝さんの筆跡をそのまま取り入れさせていただきました。


